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第 3 回事務協議会（ 8月 7 日）
（議 題 ）
当面の諸課題について






異動区分 発令年月日 氏 名 異 動 前 の 所属 官 職 異 動 内 勾台ー
採 用 7 .  9. 1 大 森 義 明 助教授 （経済学部）
，， 五十嵐 昭 美 事務補佐員（人文学部・理学部）
，， 平 野 砂都美 // （経済学部）
，， 土 田 祐 知 技術補佐員 （経理部主計課）
，， 村 田 健 吾 ，， ，， 
，， 小 関 フE ，， 〆ノ
〆／ 野 村 利 里 ノノ // 
，， 池 田 岡lj ，， // 
昇 任 7 .  9. 1 東 田 雅 博 助教授 （人文学部） 教 授 （人文学部）
〆〆 佐 藤 裕 講 師 （人文学部） 助教授（人文学部）
臨の時的更任新用 7 .  8 .  11 高 桑 幸 子 教 諭 （教育 学部附属養護学校） 臨時的任用 を更新する （～ 7 . 9 .  24) 
百字 職 7 .  8 .  31 山 口 明 子 事務補佐員 （人文学部・理学部） 辞 職
退 職 7 .  9 .  1 金 森 泰 子 教務職員 （理学部） （臨時的任用） 平成7年8月31日限り任期満了により退職した
，， 平野 砂都美 文部事務官（経済学部） （臨時的任用） ，， 
育 児休業 7 .  9 .  1 狐 塚 佳 子 教務職員 （理学部） 職務に復帰した
ノ〆 鳥 海 衣美 子 文部事務官 （経済学部） 〆，，
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
イ ン ド ネ シ ア 7 .  7 . 30 外 国 出張 教育 学部 教 授 黒 柳 晴 夫 ジ ャ ワ 農村調査研究のためシ ン ガ ポ ー ル 7 .  9.17 
アメリカ藻類学会年次大会に出席 7. 8 .  4 ，， 助教授 渡 辺 信 ア メリ カ合衆国 及び研究打合せ 7. 8.17 
「胃で幼生を保育 するヒトデの固 7 .  8. 8 理 学 部 教 授 小 松 美英子 オ ー ス ト ラ リ ア 体発生とその保証機構」の研究 7.  9. 6 
fく ／レ ギ 一 「アフリカ農村社会における市場 7. 8. 8 
人文学部 教 授 赤阪 賢 マ 経済の浸透 と文化変化」に関する
イ タ ア 研究打合せ等 7 .10 . 25 
「朝鮮の近代化における新宗教運
動の展開と社会機能」に関する研 7 . 8 .  g 
経済学部 教 授 飯 田 剛 史 大 韓 民 国 究打合せ， 資料収集及び 「日韓宗
教研究者交流シンポジウム」に出 7.  8 . 16 
席
7 .  8 .12 
人文学部 助教授 谷 井 俊 仁 中華人民共 和 国 明清時代君主独裁制の研究
7.10 .14  
オ ラ ン ダ 結晶・準結晶 ・ア モルファスの電 7.  8 .14 理 学 部 教 授 阿 部 俊 夫 ベル ギー， スイス 子回折による結晶 学的研究のため連 合 王 国 7.10.14 
ア メリ カ合衆国 「高エネルギ一太陽物理」国際研 7 .  8.15 
工 学 部 教 授 坂 井 純 一 オ フ ン ダ 究集会及び第
24回字宙線国際会議
イ タ ア に出席， 研究発表 並びに太陽フレ 7. 9. g ア ン マ 一 ク アに関する共同研究打合せ
オ フ ン ゲ 第 9 回高電圧工学に関する国際シ 7.  8 .15 
教 授 池 田 長 康 ス
ぺ イ ン ンポジウムに出席， 研究発表 及び
，， 
高電圧， 大電流技術， 核融合に関イ タ ア 7.  9. 3 オ ー ス ト ア する調査， 見 学
カナダ金 属学会第34回冶金 学者会 7. 8 .18 議 「軽金 属工業の金 属学的進歩に／／ 教 授 池 野 進 カ ナ ダ 関する国際シンポジウム」に出席，
研究発表 及び資料収集 7 .  8 . 27 
カナダ金 属学会第34回冶金 学者会 7 .  8 . 18 議「軽金 属工業の金 属学的進歩に
，， 助 手 松 田 健 二 カ ナ ダ 関する国際シンポジウム」に出席，
研究発表 及び資料収集 7 .  8 . 27 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
知能流体工学の研究の情報収集及 7. 8.20 
外 国 出張 工 学 部 助 手 島 田 邦 雄 フ ト ビ ア び第14回電磁流体力学国際リガ会
議の事前打合せに出席 7. 8.28 
在日コリアンの社会的ネットワー 7. 8.21 
経済学部 教 授 飯 田 剛 史 大 韓 民 国 クと文化動態に 関する研究連絡会
議及び調査 7. 8.27 
第 9 回液体及びアモルファス金属 7. 8.26 理 学 部 助 手 池 本 弘 之 アメ リ カ合衆国 の国際会議に出席及び研究打合せ 7. 9. 8 
ケドロパヤ自然保護区及びウラジ 7. 8.29 教育学部 教 授 田 中 三目ロz ロ シ ア オストク周辺の魚類相調査 7. 9. 5 
フ フ ン ス 「近藤型の希土 類元素化合物の低 7. 8.30 理 学 部 教 授 石 川 義 和 イ ン ド 温挙動」に 関する研究打合せ及び研究成 果発表 7.10. 1 
大興安嶺， 長白山に おいて植生調 7. 8. 5 海外研修 理 学 部 教 授 小島 覚 中華人民共 和 国 査及び研究打合せ 7. 8.21 
外国人 「中日紡績辞典」の共同編集， 研 7. 8. 5 人文学部 教 師 彰 国 躍 中華人 民 共 和 国 究打合せ 7. 9. 2 
オ ー ス ト ア 東西ドイツ統一後の語義の変化， 7. 8. 6 ，， 助教授 別 本 明 夫 辞書編纂， 社会文化の動向に 関すド イ ツ る調査， 資料収集及び文献調査 7.10. 3 
研究打合せ及び中世都市遺跡の電 7. 8.15 理 学 部 助教授 酒 井 英 男 連 � 王 国 磁気調査 7. 8.28 
オ ー ス ト リ 7. 8.15 教育学部 教 授 中 村 義 朗 ア 合唱事情視察ハ ン ガ リ 7. 8.22 
スウェブジー遺跡の調査研究， 及 7. 8.16 人文学部 教 授 宇野 隆 夫 連 i口� 王 国 ひ研究打合せ 7. 9.10 
韓国， 沃川帯の延性関断帯， 及び 7. 8.18 
理 学 部 助教授 大 藤 茂 大 車撃 民 国 嶺南マッシーフの先 カンブリア時
代 変成 岩類の地質調査 7. 8.30 
外国人 キ ャ レ ン ・ レスター大学に おいて応用 言語学 7. 8.27 人文学部 教 師 フェダー ホルト 連 f-コ 王 国 と第二言語としての英語教育のセミナーに出席及び資料収集 7.10. 1 













（ カ ナ ダ）
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職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
現地企業の展示会及び現地企業工 7. 8.19 
講 師 岩 内 秀 徳 4口" 湾 場で資料収集及び台湾国立大学に
おいて研究打合せ 7. 8.25 
ド イ 、ソ 国際鉱床学会出席及び造山帯の調 7. 8.19 
教 授 堀 越 吉見 チ � コ 査 ・ 研究， オースト リー地質調査
ノ、 ン ガ 及び研究打合せ 7. 9.21 
バ レーボール世界選手権大会に お 7. 8.22 
助教授 布 村 忠 弘 ア メ リ カ合衆国 ける医事運営及びドーピングコントロールに 関する調査 ・ 研究， 研
究資料収集 7. 9. 6 
カ ナ ダ 第18回国際歴史学会議に参加 ・発 7. 8.25 教 授 小 津 浩 ア メ リ カ合衆国 表 及び史跡， 博物館等の視察， 資料収集 7. 9. 8 
« lレ ギ 一 第10回超微細相五作用国際会議に 7. 8.26 
助教授 西 村 克 彦 フ フ ン ス 出席及び超低温装置， 大型加速器
ス イ ス に 関する調査研究 7. 9. 9 
第 4 回国連世界女性会議に出席及 7. 8.27 
教 授 松 村 晴 路 中華人 民共 和 国 び人民大学に おいて家族関係の資
料収集， 研究打合せ 7. 9.17 
⑥⑧©®®® 
本 国 に お け る 来 � 目 自守 本学 受 入 れ 先 期 間所 属 機 関 ・ 職 名
ト ロ ン ト 大 学 理学部教授 7. 8.22 
研究打合せ及び植生調査
植 物 学 科 教 授 小 島 E襲 7. 8.25 




本年 も 8月 2 日（水） に開催しました。
今年で 8 回目の開催となるこの説明会では， 大学進学
を目指す高校生に対し， 本学の教育方針や各学部の教育
内容の紹介等を主体として実施しました。




本学の説明会 には， 富山県をはじめ， 石川県などの近
県は もちろんのこと， 遠くは山梨県からの参加者 も合わ




今年で 3 回目となる県外での大学説明会を 8月 22日
（ 火） に名古屋 市（愛鉄連厚生 年金 会館） で実施しまし
fこ。
会場には， 愛知県は もちろんのこと， 岐阜・静岡県の
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中学生 を 対象に公開講座「何でも測ってみよう」 を 開講
平成 7 年 度富山大学公開講座 「何で も測ってみようJが， 8月 4 日（金） . 5 日（土） の両日にわたり， 工学部で開
講されました。
この公開講座は， 中学生を対象として身近な ものの精密測定から最新の計測技術 までを， 実習・体 験を通じて計測の
求知心， 大切さを知って もらい， さらに理工学系分野への関心を高めて もらおうと開講された ものです。
受講した中学生は， 珍しい実験機器 等に驚きと喜びに自を輝かす中， 講師の先生方の話を終始熱心にメモをとり， 中
学生らしい活発な質問をしておりました。また， 講師の先生方 も普段の大学生等の対応と違い， 四苦八苦の場面 もあり
ましたが， 中学生は一応に中学校と違った 「学ぶ楽しさ」があったようで， 「理工学の魅力」を充分に知って もらえた
と思います。










平成 7 年9月発行 ........ 千 報 第36 8号
［第2 8回全国国立大 学 附 属 学 校 連 盟校園 長会研究会 1
平成7年度日本教育大学協会附属学校連絡協議会校園長分科会」
富 山 大 会 を 開 催
第 28回 全国国立大学附属学校連盟校園長会研究会・平成 7 年度日本教育大学協会附属学校連絡協議会校園長分科会
富山大会が， 去る 8月2 4日（木） . 2 5日（金） の 2 日間， 富山市の「名鉄トヤマホテル」において開催されました。
この大会は， 全国国立大学附属学校連盟校園長会及び日本教育大学協会附属学校連絡協議会主催で， 国立大学附属学
校園の校園長が， 年1 回参会し， 学校運営の充実を図るため， 研究活動や研究発表 ・研究協議を行う ものであり， 今 年
度は富山大学教育学部附属学校園が王管校（事務局校：附属中学校） となり開催された ものです 。 全国158の附属学校
固から約 170人が参加し， 文 部 省高等教育局大学課教育大学室からは， 手島附属学校係長が出席されました。
第 1 日目は， 開催に当たり， 中村 全附連会長（埼玉大学） と大会実行委員長である岸井附属幼稚園長の挨拶， 並びに
吉枝富山県教育委員会教育長及び小黒学長から祝辞があった後， シンポジウムと分科会が行なわれました。
シンポジウムでは， テーマ 「附属学校園の使命と実践～ 21世紀に即応する課題に迫る～」をめぐり， 宮崎附属 養護学
校長が座長となり， 関口福井大学教育学部附属幼稚園長， 望月静岡大学教育学部附属浜松中学校長， 米良神戸大学発達
科学部附属明石幼小中学校長をシンポジストとして， 教職 に就ける見通しのない教育実習生 が増加して実習全体 の雰
囲気にブレーキがかかっていることや， 幼稚園教育では， 子供たちが好きな遊びを中心に主体 的な生活を展開するなか
で幼児期に必要な経験を十分に得させていくように行き届いた援助をすることの大切さを指摘する 保育実践研究等が
発表 され． 教育実習のあり方や実践的教育， 幼小中一貫教育の現状の課題， 問題点等について熱心な討論が行われまし
た。 また， 分科会では， 幼稚園， 小学校， 中 ・高等学校， 特殊教育諸学校の 4 部会に分かれ， 話題発表 と情報交換が行
なわれ， 学校週 5 日制の カリキュラム編成や入学者選抜の方法， 学級 定員の増減， 学部との連携等について活発に協議
されました。
第 2 日目は， 文 部 省の手島附属学校係長による説明会と質疑応答があり， 引き続き各分科会報告・情報交換が行われ
ました。
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本学レクリエーショ ン委員会体育部会ソフトボール班， 文部 省共済 組合富 山大学 支部 共催による平成 7年度部 局対
抗ソフト ボール大会が， 去る 7月19日から 8月 28日の間， 本学グラ ンドで行われ， 9 チ ームによる熱戦が繰りひろげら
れました。
なお， 成績は次のとおりです。
優 勝 工学部 チ ーム
準優勝 経理部 チ ーム
ト二 平成7年度全国公務員レクリエーション共同行事「
い 富山地区ソフトボール大会で本学が健闘 … 川
去る 8月 30日（水） 常 願寺川公園野球場において， 本
学が世話機関となり， 平成 7年度 全 国公務員レクリエー
ショ ン共同行事富山地区ソフトボール大会が開催されま
した。
本大会には11機関か ら 15チ ームの参加があり， 本学か
らもA, B, Cの 3 チ ームが参加し大変健闘しました。
惜しくも優勝は逃しましたが， 準優勝， 3 位を独占しま
した。
なお， 大会の成績は次のとおりです。
優 勝 富山刑務所チ ーム
準優勝 富山大学 Aチ ーム
3 位 富山大学 Bチ ーム
3 位 富山大学 Cチ ーム
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部 局 名 官 職 氏 名
手I 育 チ,u4 部 助 教 授 武 蔵 博 文
教 育 うム以ニ． 部 助 教 授 木 川 栄 一
rJ 済 A づ以L． 部 助 教 授 新 里 泰 孝
工 寸A以ニ．． 部 助 教 授 磯 部 正 治
工 一A子斗£． 部 助 手 寺山 清志
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本 部
8月 1 日 第 6 回自己点検評価委員会教育活動
専門委員会
2 日 富山大学説明会（黒田 講堂）
22日 第 四回北陸地区 会計事務担当者連絡協議会
（富山医科薬科大学）
富山大学説明会（名古屋）
23日 平成 8年度大学入試セ ンター試験入試担当者
連絡協議会（名古屋工業大学）














26 ～27日 呉山会レクリエーショ ン（京都・信楽）
29日 附属小学校第 2 学期始業式
31日 附属中学校第 2 学期始業式
経済学部｜






8月 1 日 学部学生生活委員会
学部図書委員会
4 ～ 5 日 工学部公開講座
｜水素同位体機能研究センター
8月 7 日 平成 7年度第 4 回水素同位体機能研究センター
運営委員会
地域共同研究センター
8月9～10日 第 8 回国立学校共同研究セ ンター専任教官
会議（山形 大学）
平成 7年9月発行 品同チ 報 第368号
���［！） 
人事院勧告の概要 II 
人事院 は， 平成 7 年8月 1 日（火） 国会 と内閣に対し， 国家公務員法並びに一 般職 の職員の給与に関する法律及び一 般職
の職 員の 勤務時間， 休暇等に関する法律の規定に 基づき， 一般職の職員の給与等に ついて報告し， 併 せて その 改定に ついて
勧告しま した 。
給与勧告の 骨子及び 本学関連の俸給表 は， 以下の とおりです。
給 与 勧 告 の 骨 子
3,097円 0 . 90% （内訳 本 較差 0 . 79% 遡及 改定分 0.11%)
1 官民較差
(1)較 差
( 2）配 分 俸給 2 ,786円 諸手当 12 5円 は ねかえり分 186円 計 3,097円
〔行政職 ←）・仁）現行給与 342,847円 平均年齢 39. 5歳〕
2 改定の内容
(1）俸 給 表
① 行政職 ←）の 初任給
試 験 I種（大卒）
俸給月額 180, 500円（ 据置き）
※ このほか勤務地に応じ調整手当
②行政職 ト）の級別引上率 中堅層の 改善に 重点、
級 1 2 3 4 
引上率（%） 1.0 1 .1 1.2 1.2 
E種（大卒）
169, 000円（現行 167,2 00円 ）
5 6 7 
1 . 0  0 . 9  0 . 6  
8 
0 . 6  
E種（高卒 ）
137,900円（現行 136, 500円 ）
9 10 11 計
0 . 6  0.6 0.6 0 . 9  
③ 各俸給表 ・行政職 との 均衡を基本に 改定（事務 ・技術系の I種の 初任給は 据置き ）
－公安職 ， 若手研究員， 看護婦等に 配慮
( 2）手 当
① 扶養手当 満 16歳の年度 初めから満 22歳の年度末までの子がいる 場合の加算額




品..... ザ・ 報 第3回号
通勤手当 異動等に伴い新 幹線等を利用することが必要となった職員等に対し 特急料金等の 2 分のlの額を 2
万円を限 度として加算
住居手当 単身赴任手当受給 者の留守家族の居住する借家・借聞に対し， 現行手当額の 2分のlを支給
③ 調整手当 「機関移転」等により移転した官署に引き続き勤務する職員等に対する特別の措置
④医師の 初任給 調整手当 ・医療職 ←）
－医療職ト）以外（医系教官等）





・ 俸給 の調整額 について俸給表構造と整合性のとれた調整方法に改定
最高 299,000円 → 302,900円
最高 50,500円 → 50,800円
3,300円 → 3,400円
4,200円 ～ 6,000円 → 4,300円～ 6, 400円
15, 000円 → 16,000円
月額 16, 000円 → 17,000円
・ 来年見直しの期限を迎える筑波研究学園都市移転手当の改廃に関する措置について検討を進める ほか， 寒冷地手当
について支給水準及び支給 方法を見直すことに言及
中・長期的視点に立った制 度見直しの必要性を指摘し， 官民給 与の比較方法の見直しについて引き続き検討
旧法有利の昇格者については 7年度末までの間， 新たな経過措置を導入
3 実施時期
平成7年4月 1 日 （通勤手当， 住居手当， 宿 日直手当 平成8年1月 1 日）
4 その他
【交流の促進】
公務内外での交流の機会を拡大するため， 民間部 門との交流促進のための条件整備を図ること， 全 省庁合同研修及び
省庁間人事交流を更に拡充強化することの必要性に言及
【研究活動の活性化】






公務の円 滑な運常と職員の健康， 福祉を考慮した運用が肝要。引き続き， 超過勤務の縮減等の努力が必要。ボランティ
ア休暇について各般の動向等を踏まえ研究
【公務における高齢対策】
新再任用 制 度の検討方向と人事管理や生涯処遇の見直し等の課題に言及し， 各省庁にも 高齢者雇用 の推進に必要な諸
課題への取組を要請








を及 2 級 3 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 級 10 級 11 級
号 俸i 俸給月額 俸給月額 俸給月額
｜俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円
182,500 215,200 232,700 252,800 272,000 293,100 327,600 366,400 415,900 
2 133,600 169,000 189,300 223,300 241,400 261,700 281,200 302,900 339,600 379,000 430,900 
3 137 ,900 175,600 196, 100 231,600 250,300 270,600 290,600 312,900 351,600 391,700 445,900 
4 142,400 182,500 202,900 240 300 258,900 279,600 300,100 323,300 363,500 404,300 461,000 
5 147,400 188,200 210,200 249,100 267,300 288,600 309 800 333,700 375,400 417,300 476,100 
6 153,100 193,200 218,000 257,600 275,800 297,700 319,600 344,000 387,400 430,000 491,300 
7 159 000 198,200 225,700 265,900 284,300 307,000 329,500 354,100 399,600 442 500 506 600 
8 165,000 203, 100 232,900 274,200 292,700 316 400 339,400 364,100 411,800 455,000 522,100 
9 169,400 207,700 239,400 282,300 301, 100 325,800 349,200 374 100 424,000 467,400 537,500 
10 172,900 212,200 245,700 290,200 309,400 335 400 358,900 384, 100 435,600 479,800 552,800 
11 175,800 216,600 251,900 298,000 317,600 345,200 3侃，500 394,000 446,800 490,700 564,700 
12 178,500 221,000 257,600 305,600 325,500 354,900 377,800 403,900 457,800 500,800 572,600 
13 181,200 225,300 263,300 313,100 333,400 364,500 386,800 413,800 467,000 509,300 580,100 
14 183 400 228,700 268,700 320,500 341,000 373,800 394,700 423 300 474,600 516,500 586,300 
15 185,500 231,800 274,000 327,200 347,200 382,100 401,600 430,700 482,200 521,100 591,100 
16 187,100 234,900 278,800 333,500 353,000 388,800 407,800 437,700 487,500 
17 238 000 283,200 338,100 358,100 395,200 413,200 442,300 492,100 
18 240,900 287,000 342 200 362 300 399,600 417,800 446,800 496,400 
19 242,900 290,500 346,200 366,200 403,900 422,300 451,100 
20 293,300 349,100 369,800 408,100 426,400 455,000 
21 296,000 351,800 372,900 412,300 430,300 458,800 
22 298,600 354,500 376,000 416,200 434,000 
23 301,100 357,300 379,200 419,900 
24 303,500 360,200 382,300 423,500 
25 305,900 362,900 385,100 
26 308,200 365,500 387,900 
27 310,500 367,900 





備考付 この表は， 他の俸給表の 適用を受けないすべての職員に適用する。ただし， 第二十二条及び附則 第三項 に規
定する職員を除く。
仁｝ 3級のl号俸を受ける職員の うち， 新たにこの表の適用を受けるこ ととなった職 員で人事院規則 で定める












































































...... サー 報 第368号
3 級 4 級 5 級 6 級
俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 円 円 円
180,900 197,800 223,300 251,300 
186,500 203 600 230,100 258,500 
192,100 209 900 236 900 265,800 
197,800 216,500 243,800 273,700 
203,500 223 200 250,600 281,600 
209,700 229,800 257,300 289,900 
216,000 235 900 263,900 298,300 
222,200 241,700 270,000 306,900 
228,300 247,500 275,800 315,300 
234, 100 253,300 281,400 323,400 
239 700 258,600 287,000 331 400 
245,200 263,800 292,700 339,400 
250,400 268 800 298,300 347,200 
255,500 273 900 303,800 354 200 
260,500 278,900 309,300 361,000 
265,200 284,000 314,700 367,700 
270,200 288,500 319,900 374,200 
275,200 292,800 324,700 380,100 
279,800 296,500 329,300 385,500 
284,000 300,000 333,500 390,500 
287,200 303,400 337,400 395,300 
290, 100 306,600 341,000 399,600 
292,700 309,600 343,800 403,000 
295,200 312,600 346,600 
297,500 315 300 349,000 
299,800 317,900 351 400 
302,100 320,300 353,800 
304,400 322,600 
306,600 324,800 
308,800 327 000 
310,800 329 200 










職務の級 級 2 級 3 級 4 級 5 級
下Eコ5" 俸 俸 給 月 客員 俸 給 月 客員 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 円 円 円 円
246,700 281,700 353,600 
2 159,700 200,900 255,800 292,700 365,700 
3 167,500 209 400 265,000 303 800 377,800 
4 177,400 218,100 274,400 314,900 390,000 
::i 187,700 227,100 284,300 326 100 402,300 
6 195,200 236,200 294,300 337 300 414,400 
7 202,400 245,300 304,600 348,500 426 300 
8 209,700 254,400 315,100 359,700 438,200 
9 217,800 263,400 325,000 370,800 450,100 
10 226,700 272,500 334,900 381,900 462,100 
11 233,800 281,700 344,800 392,500 474,200 
12 242,200 290,700 354,600 402,100 486,400 
13 250,200 299,700 364,400 411,500 498,600 
14 257,900 307,500 374,200 420,600 511,100 
15 265,100 315,300 383,800 429,400 523,900 
16 272,300 322,100 392,900 437,800 535,900 
17 278,800 328,800 401,800 445,900 546,700 
18 285,200 335,400 410,200 453,900 557,300 
19 291,500 341 900 418,300 461,400 567 700 
20 297 400 348,100 426 000 468 700 577,600 
21 303,300 354,300 433,600 475 900 586,700 
22 308,700 360,500 441,000 483 000 593,700 
23 313,700 366,600 447,500 489,500 598,800 
24 318,700 372,600 453,900 496,000 603,600 
25 322,800 378,400 458,100 502,000 
26 326,700 383,600 461,900 506,300 
27 330,500 387,600 465,700 509,900 
28 334,100 391,200 469,500 513,400 
29 336,800 394,600 472,800 
30 339,400 398,000 476,000 
31 342,000 401,400 
32 344 500 404,800 
33 346,900 408,100 
34 349,300 411,300 
35 351,700 414,400 
36 354,100 417,400 
37 356,500 
38 358,900 
備考 こ の表は， 大学及びこれに準ずるもので人事院 の指定するものに勤務する教授， 助教授， 講師， 助手その他の
職員で人事院規則で定めるものに適用する。
ηt 








































36 356 700 
37 359,000 











































3 級 4 級


























｛荷考H この表は， 高等学校及びこれに 準ずるも ので人事院 の指定するも のに勤務する校長， 教頭， 教諭， 養護教諭，
助教諭， 実習助手その他の職員で人事院規則で定めるも のに適用する。
口 この表 の適用を受ける職員のうち， その職務の級 が 3級 である職員で人事院 規則で定めるも のの俸給月額
は． この表 の頼 に 8,000円をそれぞ れ加算した額 とする。
- 18 -
平成 7 年 9月発行 品企，，千 報 第368号
教育職俸給表日
｜＼ 
職務の級 級 2 級 3 級 4 級
号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 円 円 円
262,900 398,500 
2 146,300 161,800 273,000 407,400 
3 152,700 170,000 283,100 416,300 
4 159,700 178,900 293,300 425,200 
5 167,500 189,300 303,500 434,100 
6 176,400 196 000 313 500 443 000 
7 185,900 202,800 323,500 452,100 
8 192,400 210,100 333,500 460,700 
9 198,800 217 ,600 343,500 468,800 
10 205 200 225,600 353,500 476,700 
11 211,600 233,800 363,400 484,300 
12 218,200 242,200 372,500 491,900 
13 225,100 250,700 381,400 498,600 
14 232,300 259,400 390,100 503,900 
15 239,200 269,100 398,600 508,000 
16 246,000 278,800 406,800 
17 252,600 288,600 415,000 
18 259,000 298,400 423,200 
19  265,400 308,200 431,400 
20 271,300 318,100 439,500 
21 276,800 328,000 447,100 
22 282,100 337,800 453,900 
23 287,000 347,400 460,300 
24 291,700 356,900 465,500 
25 295,500 365,400 470,000 
26 299,200 373,700 473,800 
27 302,700 381,700 477,000 
28 305,700 389,200 480,000 
29 308,200 396,600 
30 310,600 403,300 
31 312,800 409,900 
32 315,000 416,400 







備考H この表 は， 中学校， 小学校， 幼稚園及びこれらに準ずるも ので人事院 の指定するも のに勤務する校長， 園長，
教頭， 教諭， 養護教諭， 助教諭そ の他の職員で人事院規則 で定めるも の に適用する。
口 この表 の適用を受ける職員のうち， そ の職務の級 が 3級 である職員で人事院規則 で定 めるも のの俸給月額








務 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 を及 7 級 8 級の級
号 俸 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額
円 円 円 円 円 円 円 円
202,900 225,600 261,700 302,900 338,100 404,400 
2 138,100 174,500 209,600 233,600 271,000 312,900 349,900 417,200 
3 143,600 180,900 216,600 242,000 280,400 322,900 361,700 430,000 
4 150,200 187,300 224,500 250,400 289,800 332,900 373,600 443,000 
5 156,800 193 600 232,400 258,800 299,200 342,900 385,500 456,100 
6 164,100 199,900 240.600 267,200 308,700 352 800 397,600 469,200 
7 171,400 206 200 248,800 275,600 318,400 362,800 410,000 482,900 
8 177 ,500 212,400 257,000 284,200 328,100 372,800 422,500 497,000 
9 183,500 219 100 265,300 292,800 337,800 382,900 434,600 510,700 
10 188,600 226,300 273,600 301,500 347,500 393,100 446,200 524,300 
11 193,700 233,200 281,800 310,000 357,100 403,200 457,500 532,400 
12 198,700 239,800 289,800 318,300 366,300 413,200 467,000 539,800 
13 203 500 246,200 297,700 326 500 375,300 422,900 474,600 546,900 
14 208,000 252,600 305,500 334,600 383 700 430,500 482,200 553,700 
15 212,500 258,400 313,300 342,400 390,700 437,600 489,700 559,100 
16 216,900 264,000 320 900 348 700 397,400 442,300 494,200 563,600 
17 221 200 269 400 328,000 354,600 403,000 446,800 498,500 
18 225,500 274,700 334,700 360,300 408,400 451 100 
19 229,000 279,500 339 600 364 400 412 800 455,000 
20 232,100 284,100 344,300 368,400 417,000 458,800 
21 235, 100 287,600 348,200 372,300 421,200 
22 237,600 290,300 351,300 375,800 424,900 
23 239,600 293,000 354,100 379,100 428,500 
24 295,500 356 900 382,100 
25 297 700 359 600 384 900 
26 299,900 362,200 387,700 
27 302 100 364,800 390,500 
28 304 300 367 200 
29 369,600 
30 372 000 
備考 この表は， 病院， 療養所， 診療所等に勤務する薬剤師， 栄養士その他の職員で人事院規則で定めるものに適用する。
平成7 年 9月発行 品両手 報 第368号
医療 職俸給表白
久勢立
級 2 級 3 奇及 4 級 5 級 6 級 7 級
τEヨコ 俸 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額
円 円 円 円 円 円 円
218 200 239,900 270,700 306,600 340,000 
2 151 , 100 177,600 224,700 247 100 279 100 316,200 351 900 
3 156,600 185,900 232,300 254,400 287 500 326 200 363,800 
4 1 62,500 194,700 239,600 261 700 295,900 336 400 375,800 
5 168,500 200,300 246,800 269,100 304 300 346 500 387,800 
6 1 76,500 205,900 254 000 276,800 3 1 2,700 356,500 400,200 
7 184,800 2 1 1,700 26 1 200 284,500 321 100 366 500 4 13,000 
8 193,000 217,900 268,400 292,300 329,400 376,600 425,200 
9 197 ,900 224,400 275,700 300, 100 337,400 386, 900 437,200 
10 202,900 231,600 283,200 308,000 345,300 397,300 449,000 
1 1  207,900 238,800 290,800 315 ,700 353,200 408,000 460,800 
12 213, 100 246,000 298 300 323,300 361 ,200 418,400 471,600 
13 218,500 253,200 305 700 330,700 369,200 428,400 480,800 
14 223,800 260,400 313,000 338, 100 377 400 438,300 489,700 
15  229,400 267,500 320,300 345,500 385,600 448,100 498,1 00 
16 234,900 274,600 327,300 352,700 393 800 456,800 505,600 
17  240,500 281,700 334, 100 360,000 401 ,400 465,400 510,600 
18 246, 100 288,700 340,900 367,000 408,200 473,600 514,900 
19  25 1,700 295,400 347,500 374,000 413,500 481,000 518,900 
20 257,200 302,200 354,100 380,200 418,400 485,900 
2 1  262,400 309,000 360,700 386,000 423 200 490, 100 
22 267,600 3 15,400 366,900 391,600 427,300 493,800 
23 272,100 321 ,800 372,300 396,000 430,800 
24 276,700 328,200 377,600 399,900 433,500 
25 281,000 334 400 382,100 403 600 
26 285,200 339,300 385,800 407,200 
27 288,900 343,500 389,400 410,200 
28 292,400 347,600 392,400 412 ,800 
29 295,200 351,300 395,400 
30 297,900 353,800 398,200 
3 1  300,500 356,200 400,700 
32 303,000 358,500 
33 305,500 360,900 
34 307,700 363,300 
35 309,900 365,700 
36 3 12,100 368,100 
37 3 14,300 370,500 
38 3 16,500 372,900 
39 318,700 
40 320,900 
4 1  323, 100 
備考 こ の 表は， 病院， 療養所 ， 診療所 等 に勤務する保健婦， 助産婦， 看護婦， 准看護婦そ の 他 の 職員で人 事院規則















1 1  







5 8 0 , 0 0 0  
6 4 3 , 0 0 0  
7 1 4 , 0 0 0  
7 9 2 , 0 0 0  
8 5 4 , 0 0 0  
9 1 8 , 0 0 0  
l, 0 0 1 , 0 0 0  
1 '  0 8 2 ,  0 0 0 
1 ,  1 6 0 , 0 0 0  
1 , 2 4 2 , 0 0 0  
1 ,  3 1 5 , 0 0 0  
l ,  3 4 3 , 0 0 0  
備考 こ の表 は， 事務次官， 外局の長 ， 大 学の学 長 ， 試験
所 又 は研究 所の長， 病院文 は療養 所の長 そ の他の官職
を 占める職員 で人事院規則 で定める ものに適用す る。
第368号
改定後の俸給表適用の日 に お け る職員の職務の級及 び号俸は ， その適用の日 の前 日 に お け る職務の 級 及 び号俸と
同ー と す る。
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平成 7 年 9 月 発行 品同-j与
富山県 リ カ レ ン ト教育推進事業
報
富 山 大学 リ カ レ ン 卜 学習 コ ー ス の受講者募集
社会人 ・ 職業人を対象 と し た リ カ レ ン ト学習 コ ー
ス 「 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 情報宇宙 1 0 日 間 の 旅』 を
開設 い た し ま す。
こ の学習 コ ー ス は， 富山県民の 強 い ニ ー ズ に 応 え
て， 富山県か ら の委託に よ る リ カ レ ン ト教育推進事
業の一環 と し て富山大学教育学部が開設す る も ので
す。 学内か ら の受講者 も 期待 し て お り ま す 。
会場 ： 教育学部第 3 棟 4 階









平成 7 年1 1 月 6 日 （月 ） ～ 1 1 月 1 7 日 （金）
月 曜 日 か ら 金曜 日 ま で
平成 7 年 10月 2 日 （月 ） ～10月 31 日 （火）
そ の他
18 : 00か ら 2 1 : 00 ま で
申 し込み は， 庶務課文 は教育学部庶務係 の い ずれ
で も 受 け付け ま す。
回 月 日 講 座 内 容 （ テ ー マ等） 講 師 （ 職 ・ 氏名 ）
11. 6 （月） Internetが文化を変える 教育学部教授 山西 潤ー
新 し い教育 ・ ビ ジ ネ スの展開 一
2 11. 7 （火） Internet に よ る 電子 メ ー ル， 電子ニ ュ ー ス ， 教育学部助教授 向後 千春
フ ァ イ ル転送
Mail,Netnews,FTPの利用一
3 11. 8 （水） Internet に よ る ビ デ オ 会議 教育学部教授 穴山 P量
- CU S e  e M e  (See You See Me) 教育学部助教授 大森 克史
S Y s  t e rn 
4 11. 9 （木） Internetを経済 に活かす 経済学部教授 桂木 健次
経済情報の収集 と 活か し方
5 11. 10 （金） Internetは世界最大の図書館 附属図書館学術情報係長 吉田 恵吉
一国内外電子図書館の利用 と 人文学部助教授 筒井 洋一
Gopher,WAIS,WWWの利用一
6 11. 13 （月） Internetが教育を変える 教育学部附属教育実践研究指導セ ン タ ー長 山極 隆
一新 し い教育の展開 一
7 11. 14 （ 火 ） WWW ペ ー ジの作 り 方（1 ) 教育学部教授 山西 潤一
- HTML (Hyper Text Markup Language) 工学部助手 瀧田 啓司
を使お う 一
8 11. 15 （水） WWWペー ジの作 り 方（2)
一設計 と 工夫， 応用分野 一
9 11. 16 （木） Internetを使 う に は 工学部助手 高井 正三
一地域 ネ ッ ト ワ ー ク への接続 一
10 11. 17 （金） Internet上のエ チ ケ ッ ト 教育学部附属教育実践研究指導セ ン タ ー長 山極 隆
一情報の利用 ・ 提供， 著作権 工学部助手 高井 正三
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富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富山市住吉町1丁目 5 - 18
電 話 （ 2 4 ) 1 7 5 5 側
